
２
連
ブ
ラ
ン
コ
（
１
台
）

ツ

イ
ス
ト
モ
ッ
ク
（
１
台
）

ア
ク
シ
ョ
ン
コ
ム
（
３
台
）

★
令
和

年
度
の
地
域
公
民
館
長
は

5

つ
ぎ
の
方
々
で
す
。

船
河
原

藤
田
一
彦

峰
岸

熊
谷

猛

細
浦

高
橋
雄
一

神
坂

紀
室

浩

中
野

高
橋
隆
哉

小
細
浦

菅
原
健
吾

平

金
野
一
郎

平
南
団
地

熊
谷
信
弘

小
田

後
藤
雄
志

梅
神

細
川
和
洋

小
河
原

尾
形
眞
二

門
之
浜

佐
藤
重
夫

中
井

菅
原

悟

西
舘

及
川
宗
夫

碁
石

大
和
田
勇

三
十
刈

熊
谷
健
悦

山
根

菅
野

一

※
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

共
に
現
在
と
同
じ
活
動
を
継
続

す
る
こ
と
が
困
難
と
な
る
。
今

か
ら
地
区
と
行
政
が
協
働
し
、

誰
も
が
安
心
し
て
生
活
し
続
け

ら
れ
る
地
区
づ
く
り
に
着
手
す

る
必
要
が
あ
る
。

３

目
的

誰
も
が
住
み
慣
れ
た
地
区
で
安

心
し
て
生
活
し
続
け
る
た
め
に
、

住
民
一
人
ひ
と
り
が
主
体
的
に

地
区
に
関
わ
り
、
地
区
が
持
つ

機
能
の
維
持
や
身
近
な
生
活
課

題
の
解
決
に
向
け
た
活
動
が
活

発
化
す
る
こ
と
を
目
指
す
。

ま
た
、
地
区
づ
く
り
の
共
通
の

目
的
を
実
現
す
る
た
め
に
、
地

区
に
住
む
住
民
同
士
や
地
区
と

行
政
が
お
互
い
の
意
見
を
尊
重

し
合
い
、
対
等
の
パ
ー
ト
ナ
ー

と
し
て
連
携
や
協
力
、
役
割
分

担
な
ど
を
行
い
な
が
ら
地
区
づ

く
り
を
進
め
る
。

４
行
政
の
「
ま
ち
づ
く
り
」
の
基
本

方
針

(
)

「
自
分
た
ち
の
地
区
は
自
分
た
ち

1
で
創
る
」
を
理
念
と
し
、
地
区
の

将
来
像
の
実
現
に
む
け
て
一
人
ひ

と
り
が
「
担
い
手
」
と
し
て
主
体

的
に
地
区
の
諸
課
題
に
取
り
組

み
、
実
践
し
な
が
ら
、
自
主
・
自

立
の
地
区
づ
く
り
の
進
展
を
図
る
。

目
標
に
、
つ
ぎ
の

点
を
挙
げ
て

3

い
る
。

末
崎
の
ま
ち
づ
く
り

そ
の
１

は
じ
め
に
、
大
船
渡
市
が
求
め

る
「
協
働
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
」

末
崎
地
区
ま
ち
づ
く
り
推
進
員
の

末
崎
地
区
公
民
館
長
新
沼
眞
作
が

説
明
し
た
。

な
ぜ
、
い
ま
、
「
ま
ち
づ
く
り
」

な
の
か

１

背
景

(
)

人
口
減
少
と
少
子
高
齢
化

1
(
)

住
民
の
価
値
観
の
多
様
化
に

2
よ
る
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
変

化
(
)

震
災
の
影
響
に
よ
り
急
激
な

3
人
口
移
動
な
ど
に
よ
り
、
地

区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
大
き
く

変
化
し
て
い
る
こ
と
が
挙
げ

ら
れ
る
。

２

地
区
と
行
政
の
変
化

（
地
区
）

(
)

若
い
世
代
の
市
外
流
出
に
よ

1
る
担
い
手
不
足

(
)

従
来
か
ら
の
人
と
人
の
つ
な

2
が
り
の
希
薄
化

(
)

住
民
同
士
の
互
助
機
能
の
低

3
下
こ
れ
ま
で
、
地
区
や
地
域
が
行

っ
て
き
た
行
事
や
事
業
の
継

続
、
課
題
へ
の
対
応
が
困
難
と

な
る
。

(

行
政
）

(
)

税
収
の
減
少
、
職
員
数
の
減
員
、

1
医
療
費
や
扶
助
費
の
増
加

(
)

複
雑
化
す
る
住
民
ニ
ー
ズ
へ

2
の
対
応
に
限
界

こ
の
ま
ま
で
は
、
地
区
・
行
政

 

8 虎舞について
(3) 何時、何処から伝わったのか。(その 2)
次に、「どこから伝わったのか」ですが、これだけたくさ

んの梯子虎舞が集中しているのは、三陸海岸周辺と千葉県
の九十九里浜海岸周辺です。この外にも愛知県や兵庫県、
あるいは和歌山県等にも点在しているようですが、わたし
は、九十九里浜海岸周辺に着目しました。
九十九里浜海岸周辺との繋がりは、二つのルートが考え

られます。一つは海路を通しての交流であります。
千葉県の銚子港は、東北から江戸へ米や海産物を送る際の
中継港として江戸時代に大きな役割を果たした所で、三陸
海岸の廻船も頻繁に出入りしています。したがって、この
地域の、郷土芸能や文化も、持ち帰った可能性があります。
もう一つは、葛西家の家臣のルートであります。豊臣秀吉
に葛西晴信が滅ぼされるまでは、気仙地域は葛西晴信の領
地でありました。葛西家は、源頼朝が旗揚げして石橋山で
一敗地にまみれ、房総に逃げ込んだ時、頼った千葉介常胤
の支族で、千葉姓の者や房総出身の者が沢山いたようです。
現に気仙に最初に入った葛西家の家臣は、本吉郡馬籠城の
千葉忠広の次男、広胤で矢作村の鶴崎城に正和 4 年(1315)
に入っています。したがって気仙は、特に陸前高田市内の
城主は千葉性が多く
みられます。
このことから、九

十九里浜海岸周辺の
梯子に登る獅子舞か
ら、平組はしご虎舞
の原形が生れたので
はないかと考えた次
第です。その外修験
者や山伏、あるいは
伊勢や熊野の「御師」
たちの可能性もあり
ます。（紀）

獅子舞・権現様・虎舞について１１

千葉県東金市「北之幸谷獅子舞」

(九十九里浜付近)

「
地
区

で
で
き
る
こ
と

は
地
区

で

」
、
「

あ

ま

り

行

政

に

頼

ら

な

い

地

区

づ

く

り

を

」
、
「

持

続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
を
」

(
)

公
民
館
の
役
割
を
担
い
な
が

2
ら

、

様

々

な

事

業

も

で

き

る

組

織

、

行

政

か

ら

独

立

し

た

住

民

主

体

の

組

織

（

地

区

運

営
組
織
）
に
す
る
。

(
)

地
区
運
営
組
織
と
は

3
地

区

を

代

表

し

、

地

区

づ

く

り

計

画

を

実

践

す

る

実

効

的

な

行

動

力

を

持

っ

た

、

住

民

主

体

の

組

織

。

即

ち

課

題

解

決

を

図

る

た

め

の

住

民

主

体

の
組
織
で
あ
る
。

５
地
区
運
営
組
織
を
つ
く
る
に
あ

た
っ
て

地
区
の
課
題
解
決
に
向
け
て
、

取
り
組
む
組
織
に
す
る
に
は
、

ど
う
い
う
組
織
に
す
れ
ば
い
い

か
。
若
い
男
性
、
女
性
を
入
れ

た
多
く
の
住
民
で
話
し
合
い
が

必
要
。

以
上
の
こ
と
を
踏
ま
え
て

末
崎
地
区
と
し
て
は
、
ど
の
よ
う
に
し
て
「
ま
ち

づ
く
り
」
を
進
め
る
か
に
つ
い
て
、
協
議
し
た
。

そ
の
結
果
、「
ま
ち
づ
く
り
検
討
委
員
会
」
を
立

ち
上
げ
て
協
議
し
て
い
く
こ
と
に
し
た
。

そ
の
検
討
委
員
会
の
委
員
（

名
）

19

は
、
つ
ぎ
の
部
門
か
ら
推
薦
し
て
頂
く

こ
と
に
し
た
。

地
区
公
民
館
酔
長

名
6

細
浦
地
区
（

名
）
中
央
地
区
（

名
）

2

2

碁
石
地
区
（

名
）

2

青
年
部

名
6

細
浦
地
区
（
男

名
、
女

名
）

1

1

中
央
地
区
（
男

名
、
女

名
）

1

1

碁
石
地
区
（
男

名
、
女

名
）

1

1

各
種
団
体

名
5

市
議
会
議
員
か
ら(

名)

1

末
崎
町
振
興
会
長
、
末
崎
町
公
益
会
理

事
長
、
末
崎
体
育
協
会
長
か
ら
（

名
）

1

防
犯
協
会
長
、
交
通
安
全
協
会
分

会
長
、
消
防
後
援
会
長
、
消
防
団

第
４
分
団
長
か
ら
（

名
）

1

老
人
ク
ラ
ブ
会
長
、
婦
人
会
長
、

民
児
協
会
長
、
助
け
合
い
協
議
会

長
か
ら
（

名
）

1

末
崎
中
学
校
長
、
末
崎
小
学
校
長
、

末
崎
こ
ど
も
園
長
か
ら
（

名
）

1

地
区
公
民
館

名
2

地
区
公
民
館
長

地
区
公
民
館
主
事

こ

れ

か

ら

、

名

の

委

員

で

19

ま

ち

づ

く

り

に

つ

い

て

の

素

案

（

運

営

組

織

や

組

織

の

名

称

、

規

約

等

）

を

つ

く

り

、

全

体

会

に

諮

っ

て

共

通

認

識

の

も

と

に

ま

ち

づ

く

り

を

進

め

て

い

く

。

な

お

、

多

く

の

方

々

か

ら

、

特

に

若

い

人

や

女

性

の

意

見

を

聞

く

た

め

の

方

法

等

も

検

討

委

員

会

で

検

討

す

る

こ

と

と

し

た

。

★
大
田
公
園
に
遊
具
設
置

こ

の

た

び

、

ド

コ

モ

N
T
T

グ

ル

ー

プ

様

か

ら

の

寄

附

に

よ

り

、

大

田

公

園

に

遊

具

が

設

置

に
な
り
ま
し
た
。

ド

コ

モ

様

は

、

東

日

N
T
T

本

大

震

災

な

ど

の

被

災

地

を

支

援
す
る
た
め
、
「
災
害
復
興
等
応

援

社

員

募

金

」

制

度

を

設

け

お

り

、

取

り

組

み

に

賛

同

し

た

社

員

か

ら

募

金

を

集

め

、

そ

れ

と

同

額

を

会

社

が

上

乗

せ

し

て

寄

附
を
行
っ
て
い
ま
す
。

末
崎
町
内
に
は
遊
具
の
あ
る
公
園

・
広
場
が
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、

大
変
あ
り
が
た
く
思
い
ま
す
。

遊

具

設

置

後

は

、

小

河

原

地

域
の
み
な
ら
ず
、
末
崎
町
内
の
子

供
た
ち
の
遊
び
場
で
あ
り
、
交
流

の
場
と
な
る
も
の
で
す
。

遊
具
は
大
切
に
使
わ
さ
せ
て
頂
き
ま

す
。

設
置
さ
れ
た
遊
具
は
、

種
類

台
で

3

5

す
。
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